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四
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二
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鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護

区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
、
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　
　
　
　
　
告
　
　
　
　
　
　
示

名　

称

田
代
岳

鳥
獣
保

護
区

区　
　
　

域

大
館
市
田
代
岳
地

内
の
国
有
林
米
代

東
部
森
林
管
理
署

二
千
二
百
二
十
三

林
班
か
ら
二
千
二

百
二
十
六
林
班
及

び
二
千
二
百
四
十

九
林
班
、
並
び
に

二
千
二
百
二
十
九

林
班
へ
小
班
、
と

小
班
、
ち
小
班
、

り
小
班
、
ぬ
小

班
、
る
小
班
、
イ

存
続
期
間

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

保
護
に
関
す
る
指
針

一
指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

当
該
区
域
は
、
秋

田
県
内
陸
北
部
の
大

館
市
に
あ
る
田
代
岳

及
び
そ
の
周
辺
で
、

ブ
ナ
な
ど
の
落
葉
広

葉
樹
や
ス
ギ
の
人
工

林
な
ど
が
混
在
し

て
、
林
相
の
変
化
に

富
む
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環

完
ヶ
森

鳥
獣
保

護
区

小
班
、
ロ
小
班
、

二
千
二
百
四
十
八

林
班
へ
小
班
、
イ

小
班
、
二
千
二
百

五
十
林
班
ろ
小

班
、
ろ
一
小
班
、

ニ
小
班
の
各
小
班

の
区
域
。

大
館
市
商
人
留
字

完
ヶ
森
百
六
十
六

番
地
内
の
大
館
第

二
中
学
校
の
学
校

林
の
区
域
。

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

境
を
反
映
し
て
、
ク

マ
タ
カ
や
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
を
始
め
、
か
つ

て
は
ク
マ
ゲ
ラ
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
な
ど
、
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
し
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
地
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
当

該
地
域
に
生
息
す
る

森
林
性
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ

る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

完
ヶ
森
鳥
獣
保
護

区
は
、
大
館
市
中
央

部
の
住
宅
地
に
隣
接

し
た
区
域
に
位
置

し
、
大
館
市
立
大
館

第
二
中
学
校
の
学
校

林
と
し
て
、
生
徒
の

愛
鳥
思
想
普
及
啓
発

の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
、
ウ
グ
イ
ス
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
タ
ヌ

キ
な
ど
を
始
め
と
す

る
多
様
な
鳥
獣
も
生

息
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
地
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

李
岱
鳥

獣
保
護

区

北
秋
田
市
東
根
田

地
内
の
市
道
東
根

田
下
杉
線
と
県
道

鷹
巣
川
井
堂
川
線

と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
市
道
を

西
進
し
て
市
道
李

岱
芹
沢
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市

道
を
北
進
し
て
市

道
李
岱
学
校
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
北
進
し

て
県
道
鷹
巣
川
井

堂
川
線
に
続
く
合

川
西
小
学
校
旧
通

学
路
と
の
交
点
に

至
り
、
同
通
学
路

を
北
東
に
進
ん
で

県
道
鷹
巣
川
井
堂

川
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を

南
進
し
て
林
道
蝦

夷
館
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道

を
南
東
に
進
ん
で

合
川
え
ぞ
館
公
園

管
理
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
管
理

道
を
南
西
に
進
ん

で
根
田
沢
治
山
堰

堤
左
岸
に
至
り
、

同
堰
堤
上
を
直
進

し
て
根
田
沢
右
岸

の
用
水
路
と
の
交

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
区
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

李
岱
鳥
獣
保
護
区

は
、
北
秋
田
市
の
阿

仁
川
と
小
阿
仁
川
の

合
流
部
に
位
置
し
た

混
交
林
の
森
林
と
、

合
川
え
ぞ
館
公
園
、

ス
キ
ー
場
、
合
川
西

小
学
校
敷
地
を
含

む
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
地
域
で
あ

り
、
ウ
グ
イ
ス
や
カ

ッ
コ
ウ
な
ど
を
始
め

と
す
る
多
様
な
鳥
類

が
生
息
し
て
い
る
。

　
　

特
に
、
合
川
西
小

学
校
は
、
昭
和
六
十

年
度
に
愛
鳥
モ
デ
ル

校
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
保
護
活
動
を
通

じ
た
環
境
教
育
の
場

を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図
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小
友
沼

鳥
獣
保

護
区

能
代
公

園
鳥
獣

保
護
区

点
に
至
り
、
同
用

水
路
を
南
西
に
進

ん
で
県
道
鷹
巣
川

井
堂
川
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県

道
を
南
西
に
進
ん

で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
。

能
代
市
鰄
渕
地
内

の
基
幹
農
道
東
能

代
第
二
農
免
道
路

と
農
道
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同

農
道
を
南
西
に
進

ん
で
山
際
に
至

り
、
同
山
際
を
西

進
し
沼
を
半
周
し

て
堤
防
に
至
り
、

同
堤
防
を
北
東
に

進
ん
で
山
裾
と
田

圃
の
間
の
水
路
に

至
り
、
同
水
路
を

東
進
し
て
基
幹
農

道
東
能
代
第
二
農

免
道
路
に
至
り
、

同
農
免
道
路
を
南

東
に
進
ん
で
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
地

域
。

能
代
市
清
助
町
地

内
の
市
道
清
助
町

一
号
線
と
市
道
畠

町
川
反
町
線
と
の

交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
南

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

集
団
渡
来
地

二　

指
定
目
的

　
　

小
友
沼
鳥
獣
保
護

区
は
、
能
代
市
小
友

沼
を
中
心
と
し
た
区

域
で
あ
り
、
周
辺
は

落
葉
広
葉
樹
や
ア
カ

マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹

か
ら
な
る
山
林
や
水

田
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
自

然
環
境
を
反
映
し
て

ヒ
シ
ク
イ
や
ハ
ク
チ

ョ
ウ
類
を
始
め
と
す

る
多
数
の
渡
り
鳥
が

中
継
地
と
し
て
利
用

す
る
重
要
な
区
域
で

あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
当

該
地
区
に
渡
来
す
る

渡
り
鳥
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

能
代
公
園
鳥
獣
保

護
区
は
、
能
代
市
の

桧
山
鳥

獣
保
護

区

進
し
て
能
代
市
立

第
一
中
学
校
と
能

代
市
営
競
技
場
の

間
を
通
る
歩
道
と

の
交
点
に
至
り
、

同
歩
道
を
西
進
し

て
米
代
西
部
森
林

管
理
署
百
五
十
五

林
班
と
民
有
地
の

境
界
と
の
交
点
に

至
り
、
同
境
界
を

北
進
し
て
市
道
日

吉
町
浜
通
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
東
進
し
市

道
清
助
町
一
号
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南

西
に
進
ん
で
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区

域
。

能
代
市
松
山
字
蟹

沢
地
内
の
米
代
川

地
域
森
林
計
画
区

能
代
市
百
一
林
班

五
小
班
か
ら
十
小

班
の
区
域
。

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

西
部
に
位
置
す
る
能

代
公
園
一
帯
で
住
宅

地
に
隣
接
し
て
お

り
、
ク
ロ
マ
ツ
林
を

中
心
に
サ
ク
ラ
や
ツ

ツ
ジ
が
植
栽
さ
れ
、

地
域
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
良
好
な
生
息
状

況
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
を

始
め
と
す
る
多
様
な

鳥
類
が
生
息
し
て
い

る
。
ま
た
過
去
に
置

い
て
、
オ
オ
タ
カ
な

ど
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

り
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
や
鳥
類
の
観
察

を
通
じ
た
保
健
休
養

の
場
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

桧
山
鳥
獣
保
護
区

は
、
能
代
市
の
中
央

部
の
丘
陵
に
位
置

し
、
民
有
林
道
幟
山

線
に
よ
り
ア
ク
セ
ス

北
浦
鳥

獣
保
護

区

男
鹿
市
北
浦
字
湯

本
地
内
の
市
道
平

徳
・
草
木
原
線
と

湯
ノ
尻
川
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、

同
市
道
を
南
西
に

進
ん
で
同
市
道
と

接
続
す
る
県
道
入

道
崎
寒
風
山
線
に

至
り
、
同
県
道
を

北
西
に
進
ん
で
西

黒
沢
集
落
を
経
て

入
道
崎
灯
台
に
至

る
歩
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
歩
道

を
北
西
に
進
ん
で

同
灯
台
に
至
り
、

同
海
岸
線
を
南
東

に
進
ん
で
大
明
神

崎
を
経
て
湯
ノ
尻

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

が
良
く
、
気
軽
に
入

山
で
き
る
山
林
と
し

て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
主
に
ス
ギ

や
ア
カ
マ
ツ
、
一
部

落
葉
広
葉
樹
で
構
成

さ
れ
、
カ
ッ
コ
ウ
・

ホ
オ
ジ
ロ
を
は
じ
め

多
様
な
鳥
類
が
生
息

し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

当
該
区
域
は
、
男

鹿
市
の
北
部
に
位
置

し
、
岩
礁
が
続
く
海

岸
線
と
そ
の
後
背
地

に
針
葉
樹
と
コ
ナ
ラ

類
の
落
葉
広
葉
樹
の

混
交
林
な
ど
林
相
の

変
化
に
富
む
地
域
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な

自
然
環
境
を
反
映
し

て
、
ヤ
マ
ド
リ
や
ノ

ウ
サ
ギ
を
始
め
と
す

る
多
様
な
鳥
獣
が
生

息
し
て
い
る
と
と
も

に
、
そ
の
海
岸
線
に

は
コ
ク
ガ
ン
、
シ
ノ

リ
ガ
モ
な
ど
の
渡
り
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飯
田
川

公
園
鳥

獣
保
護

区

川
河
口
に
至
り
、

同
川
を
南
進
し
て

起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
の
海
岸
線

か
ら
百
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
日
本
海
の

区
域
。

潟
上
市
飯
田
川
下

虻
川
地
内
の
県
道

秋
田
昭
和
飯
田
川

線
と
豊
川
左
岸
と

の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
北

東
に
進
ん
で
県
道

男
鹿
昭
和
飯
田
川

線
と
の
交
点
に
至

り
、
県
道
男
鹿
昭

和
飯
田
川
線
を
北

東
に
進
ん
で
国
道

七
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
国
道

を
南
東
に
進
ん
で

豊
川
左
岸
と
の
交

点
に
至
り
、
同
川

左
岸
を
北
西
に
進

ん
で
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

鳥
の
中
継
地
と
し
て

の
役
割
や
ウ
ミ
ウ
な

ど
の
海
岸
に
見
ら
れ

る
鳥
類
な
ど
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

当
該
区
域
は
、
潟

上
市
飯
田
川
地
区
の

中
心
部
の
東
部
に
位

置
し
、
丘
陵
地
帯
で

広
葉
樹
林
、
針
葉
樹

林
、
池
沼
及
び
河
川

が
適
度
に
入
り
込
ん

で
変
化
に
富
む
地
域

で
あ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
自
然

環
境
を
反
映
し
て
、

キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
、

タ
ヌ
キ
、
ノ
ウ
サ
ギ

を
始
め
里
山
に
住
む

多
様
な
鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
区
に
生
息
す

天
徳
寺

山
鳥
獣

保
護
区

元
木
山

鳥
獣
保

護
区

秋
田
市
旭
川
南
町

地
内
の
県
道
秋
田

八
郎
潟
線
と
市
道

手
形
泉
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、

同
市
道
を
北
西
に

進
ん
で
同
市
道
と

接
続
す
る
県
道
土

崎
港
秋
田
線
に
至

り
、
同
県
道
を
北

西
に
進
ん
で
市
道

外
旭
川
上
新
城
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北

東
に
進
ん
で
県
道

秋
田
昭
和
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
西
に
進
ん

で
市
道
泉
濁
川
線

と
の
交
点
に
至

り
、
市
道
泉
濁
川

線
を
北
東
に
進
ん

で
県
道
秋
田
昭
和

線
と
の
交
点
に
至

り
、
県
道
秋
田
八

郎
潟
線
を
南
東
に

進
ん
で
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域
。

潟
上
市
昭
和
豊
川

竜
毛
字
開
沢
地
内

の
国
道
七
号
線
と

市
道
田
屋
荒
長
根

線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
国
道

を
南
西
に
約
八
百

メ
ー
ト
ル
進
ん
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

天
徳
寺
山
鳥
獣
保

護
区
は
、
秋
田
市
の

市
街
地
の
北
部
に
位

置
し
、
天
徳
寺
を
囲

む
寺
社
林
と
ほ
ぼ
中

央
を
旭
川
が
流
れ
て

い
る
区
域
で
あ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
自
然

環
境
を
反
映
し
て
、

キ
ジ
、
タ
ヌ
キ
を
始

め
と
す
る
里
山
に
住

む
鳥
獣
を
始
め
、
特

別
天
然
記
念
物
の
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
な
ど

多
様
な
鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

区
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

元
木
山
鳥
獣
保
護

区
は
、
潟
上
市
の
中

央
部
に
位
置
し
、
隣

接
の
市
街
地
や
水
田

祓
川
鳥

獣
保
護

区

元
木
山
公
園
麓
の

農
道
と
の
交
点
に

至
り
、
同
農
道
を

北
西
に
約
六
百
メ

ー
ト
ル
進
ん
で
同

農
道
と
連
続
す
る

市
道
元
木
山
公
園

線
に
至
り
、
同
市

道
を
北
進
し
て
同

市
道
と
接
続
す
る

市
道
元
木
中
央
線

に
至
り
、
同
市
道

を
北
東
に
進
ん

で
、
市
道
田
屋
元

木
田
線
と
の
交
点

に
至
り
、
市
道
田

屋
元
木
田
線
を
南

東
に
進
ん
で
市
道

田
屋
荒
木
根
線
と

の
交
点
に
至
り
、

市
道
田
屋
荒
木
根

線
を
南
東
に
進
ん

で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
。

由
利
本
荘
市
矢
島

町
及
び
鳥
海
町
地

内
の
由
利
森
林
管

理
署
管
轄
の
国
有

林
千
五
十
七
林
班

か
ら
千
五
十
九
林

班
及
び
千
六
十
二

林
班
か
ら
千
六
十

五
林
班
並
び
に
千

七
十
三
林
班
の
各

林
班
の
区
域
。

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

地
帯
が
広
が
る
中

で
、
樹
林
帯
を
持
っ

た
丘
陵
地
区
で
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ノ
ウ

サ
ギ
な
ど
を
始
め
と

す
る
、
里
山
に
住
む

多
様
な
鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

区
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
れ
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
当

該
地
区
に
生
息
す
る

里
山
に
住
む
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

当
該
地
域
に
は
、

由
利
本
荘
市
南
部
の

鳥
海
山
の
北
東
部
に

位
置
し
、
ブ
ナ
を
主

と
す
る
天
然
林
で
構

成
さ
れ
る
林
相
の
変

化
に
富
む
地
域
で
あ

る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
自
然

環
境
を
反
映
し
て
、

林
内
で
は
ウ
グ
イ

ス
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
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岩
谷
鳥

獣
保
護

区

由
利
本
荘
市
岩
谷

中
館
地
内
の
市
道

岩
谷
中
館
本
荘
線

と
市
道
深
沢
中
館

牛
寺
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
市

道
岩
谷
中
館
本
荘

線
を
北
東
に
進
ん

で
市
道
三
川
北
福

田
金
崎
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
進
し
て
市

道
北
福
田
山
根
一

号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
て
市
道
古

館
岩
洞
川
原
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
西
に
約

百
七
十
メ
ー
ト
ル

進
ん
で
更
に
南
東

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

の
森
林
性
の
鳥
類

が
、
標
高
の
高
い
地

域
で
は
、
コ
マ
ド

リ
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
等

の
亜
高
山
又
は
高
山

性
鳥
類
の
他
、
ホ
ン

ド
オ
コ
ジ
ョ
、
テ
ン

な
ど
の
獣
類
な
ど
、

多
種
多
様
な
鳥
獣
が

生
息
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

区
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

岩
谷
鳥
獣
保
護
区

は
、
由
利
本
荘
市
の

旧
大
内
町
市
街
地
に

隣
接
し
た
丘
陵
地
を

中
心
に
位
置
し
、
中

心
を
一
級
河
川
芋
川

が
流
れ
、
山
間
部
は

人
工
林
と
天
然
林
の

混
交
林
に
よ
り
、
林

相
の
変
化
に
富
む
地

域
と
な
っ
て
お
り
、

ウ
グ
イ
ス
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
、
ニ
ホ
ン
カ

モ
シ
カ
を
始
め
と
す

る
多
様
な
鳥
獣
類
が

生
息
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

方
角
沢

鳥
獣
保

護
区

に
約
百
メ
ー
ト
ル

進
ん
で
滝
の
沢
集

落
に
至
る
歩
道
と

の
交
点
に
至
り
、

同
歩
道
を
南
進
し

て
北
福
田
地
区
と

赤
田
地
区
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境

界
を
西
進
し
て
県

道
北
ノ
又
岩
谷
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
西

進
し
て
市
道
深
沢

中
館
牛
寺
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
西
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区

域
。

大
仙
市
鳥
井
野
地

内
の
県
道
土
川
神

岡
線
と
県
道
本
荘

西
仙
北
角
館
線
と

の
交
点
を
起
点
と

し
、
県
道
土
川
神

岡
線
を
南
西
に
進

ん
で
市
道
田
代
沢

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南

東
に
進
ん
で
旧
西

仙
北
町
と
旧
神
岡

町
の
境
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
境

界
を
西
進
し
て
県

道
土
川
神
岡
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
南
西
に

進
ん
で
秋
田
県
畜

産
試
験
場
の
道
路

と
の
交
点
に
至

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

当
該
区
域
は
秋
田

県
内
陸
南
部
の
大
仙

市
東
部
に
位
置
し
、

比
較
的
緩
や
か
な
丘

陵
地
に
ス
ギ
、
ア
カ

マ
ツ
な
ど
の
人
工
林

や
、
コ
ナ
ラ
を
は
じ

め
と
す
る
落
葉
広
葉

樹
林
な
ど
の
森
林
が

混
在
し
て
お
り
、
そ

の
中
央
に
は
湯
の

台
・
小
方
角
沢
湿
原

や
周
囲
に
は
農
業
用

た
め
池
や
農
業
用
水

路
等
の
豊
富
な
水
資

源
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
エ
ナ
ガ
、
ホ
オ

ジ
ロ
な
ど
の
鳥
類
や

乙
越
沼

鳥
獣
保

護
区

り
、
同
道
路
を
北

西
に
進
ん
で
市
道

大
野
神
岡
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
西
に
進

ん
で
市
道
大
野
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北

進
し
て
県
道
本
荘

西
仙
北
角
館
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
東
進
し

て
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
。

大
仙
市
乙
越
地
内

の
市
道
乙
越
線
と

市
道
杉
山
田
・
江

原
田
・
乙
越
線
と

の
交
点
を
起
点
と

し
、
市
道
乙
越
線

を
南
東
に
進
ん
で

市
道
九
升
田
後
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南

東
に
進
ん
で
市
道

宿
九
升
田
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
西
に
進

ん
で
市
道
強
首
温

泉
五
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市

道
を
北
西
に
進
ん

で
市
道
大
場
崎
・

上
野
台
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市

道
を
北
進
し
て
市

道
杉
山
田
・
江
原

田
・
乙
越
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
な

ど
多
様
な
鳥
獣
が
生

息
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
森
林
性
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

一　

指
定
区
分

　
　

集
団
渡
来
地

二　

指
定
目
的

　
　

乙
越
沼
鳥
獣
保
護

区
は
、
秋
田
県
内
陸

中
央
部
の
大
仙
市
の

西
部
に
位
置
し
、
雄

物
川
の
旧
河
道
で
、

三
日
月
湖
と
し
て
形

成
さ
れ
た
乙
越
沼
を

中
心
と
し
た
区
域
で

あ
り
、
そ
の
周
辺
に

は
水
田
が
広
が
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な

自
然
条
件
を
反
映
し

て
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
、
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

を
始
め
と
す
る
多
数

の
渡
り
鳥
が
中
継
地

と
し
て
利
用
す
る
重

要
な
地
域
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

区
を
鳥
獣
保
護
区
に

指
定
し
、
当
該
地
域
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払
田
鳥

獣
保
護

区八
乙
女

鳥
獣
保

護
区

市
道
を
北
東
に
進

ん
で
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

大
仙
市
払
田
地
内

の
雄
物
川
地
域
森

林
計
画
区
旧
仙
北

町
一
林
班
及
び
高

梨
神
社
並
び
に
払

田
柵
跡
区
域
。

大
仙
市
極
楽
野
地

内
の
私
道
と
市
道

八
乙
女
線
と
の
交

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

に
渡
来
す
る
渡
り
鳥

お
よ
び
鳥
獣
の
生
息

地
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

払
田
鳥
獣
保
護
区

は
、
秋
田
県
内
陸
中

央
部
の
大
仙
市
東
部

に
位
置
し
、
周
辺
は

一
面
水
田
や
耕
作
地

の
中
、
唯
一
で
あ
る

緩
や
か
な
丘
陵
地

に
、
人
工
林
や
ナ
ラ

類
の
落
葉
広
葉
樹
が

混
在
し
て
お
り
、
近

く
に
は
水
田
や
農
業

用
水
路
の
豊
富
な
水

資
源
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
里
山
に
生
息
し

て
い
る
キ
ジ
や
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の
身

近
な
鳥
類
が
生
息
し

て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
類
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
区
に
生
息
す

る
身
近
な
鳥
獣
の
生

息
環
境
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地

保
呂
羽

山
鳥
獣

保
護
区

点
を
起
点
と
し
、

私
道
を
東
進
し
て

市
道
八
乙
女
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
東
に

約
百
八
十
メ
ー
ト

ル
進
ん
で
八
乙
女

公
園
三
角
点
（
標

高
百
四
メ
ー
ト

ル
）
に
至
る
歩
道

と
の
交
点
に
至

り
、
同
歩
道
を
南

東
に
進
ん
で
雄
物

川
地
域
森
林
計
画

区
旧
中
仙
町
九
林

班
と
十
林
班
の
林

班
界
北
東
端
に
至

り
、
同
林
班
界
を

南
西
に
進
ん
で
市

道
八
乙
女
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
西
に
進

ん
で
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

横
手
市
大
森
町
八

沢
木
地
内
の
県
道

横
手
大
森
大
内
線

と
市
道
高
杉
線
と

の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
南

西
に
進
ん
で
市
道

大
木
屋
金
井
神
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北

東
に
進
ん
で
雄
物

川
地
域
森
林
計
画

区
旧
大
森
町
四
十

八
林
班
と
国
有
林

由
利
森
林
管
理
署

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

二　

指
定
目
的

　
　

八
乙
女
鳥
獣
保
護

区
は
、
秋
田
県
内
陸

中
央
部
の
大
仙
市
東

部
に
位
置
し
、
八
乙

女
公
園
及
び
公
園
周

辺
の
針
葉
樹
と
広
葉

樹
の
大
木
と
低
層
木

で
構
成
さ
れ
る
森
林

か
ら
な
り
、
隣
接
地

に
は
玉
川
や
水
田
地

域
等
の
豊
富
な
水
資

源
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ト
ビ
、
キ
ジ
、

リ
ス
な
ど
里
山
に
生

息
す
る
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

域
を
、
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、
当
該
区

域
に
生
息
す
る
身
近

な
鳥
獣
及
び
そ
の
生

息
地
の
保
護
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

保
呂
羽
山
鳥
獣
保

護
区
は
、
秋
田
県
内

陸
南
部
の
横
手
市
大

森
町
地
区
西
部
に
位

置
し
、
急
峻
な
地
形

に
は
ブ
ナ
な
ど
の
落

葉
広
葉
樹
、
頂
上
よ

り
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
手
前
に
あ
る
波
宇

志
別
神
社
の
周
り
に

は
樹
齢
百
年
以
上
の

ス
ギ
、
麓
に
は
ス
ギ

皆
瀬
ダ

ム
鳥
獣

保
護
区

一
の
Ⅰ
林
班
と
の

境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
北
西
に
進

ん
で
横
手
市
と
由

利
本
荘
市
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境

界
を
北
東
に
進
ん

で
横
手
市
と
大
仙

市
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南

東
に
進
ん
で
市
道

高
杉
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道

を
南
東
に
進
ん
で

起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

湯
沢
市
皆
瀬
地
内

の
市
道
小
保
内
真

坂
線
と
国
道
三
百

九
十
八
号
線
と
の

交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
北

東
に
進
ん
で
市
道

菅
生
生
内
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
東
進
し
て

市
道
滑
坂
木
積
場

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北

東
に
進
ん
で
更
に

南
東
に
進
ん
で
市

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

の
人
工
林
な
ど
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
林
相

の
変
化
に
富
む
地
域

で
あ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
自
然

環
境
を
反
映
し
て
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
な
ど

は
じ
め
、
里
山
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
鳥
獣

の
他
、
亜
高
山
で
見

ら
れ
る
よ
う
な
鳥
ま

で
、
多
種
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
し
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
の
生
息
す

る
こ
れ
ら
の
森
林
性

鳥
獣
全
体
の
保
護
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

集
団
渡
来
地

二　

指
定
目
的

　
　

皆
瀬
ダ
ム
鳥
獣
保

護
区
は
、
秋
田
県
内

陸
部
南
部
の
湯
沢
市

皆
瀬
地
区
南
部
に
位

置
し
、
中
央
部
に

は
、
皆
瀬
ダ
ム
湖
、

周
辺
に
は
ス
ギ
の
人

工
林
と
落
葉
広
葉
樹

の
森
林
か
ら
な
る
林

相
の
変
化
に
富
む
地

域
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
自
然
環
境
を
反
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上
林
鳥

獣
保
護

区

道
菅
生
生
内
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
東
進
し

て
市
道
鍋
坂
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
進
し

て
市
道
中
ノ
台
横

林
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を

南
東
に
進
ん
で
大

俣
沢
左
岸
と
の
交

点
に
至
り
、
同
沢

左
岸
を
西
進
し
て

皆
瀬
ダ
ム
貯
水
池

公
有
水
面
に
至

り
、
同
公
有
水
面

と
民
有
地
の
境
界

を
南
西
に
進
ん
で

羽
場
橋
と
の
交
点

に
至
り
、
同
橋
を

南
西
に
進
ん
で
国

道
三
百
九
十
八
号

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
国
道
を
北

西
に
進
ん
で
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区

域
。

雄
勝
郡
東
成
瀬
村

田
子
内
地
内
の
村

道
田
子
内
旧
国
道

線
と
村
道
沢
方
・

下
田
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同

村
道
を
東
進
し
て

国
道
三
百
四
十
二

号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
国
道
を

南
東
に
進
ん
で
字

上
林
と
字
蛭
川
の

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

映
し
て
、
マ
ガ
モ
、

カ
ル
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ

ガ
モ
を
始
め
と
す
る

多
数
の
渡
り
鳥
が
中

継
地
と
し
て
利
用
す

る
重
要
な
区
域
と
な

っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
を
、
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥
獣

及
び
渡
り
鳥
の
渡
来

地
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

上
林
鳥
獣
保
護
区

は
、
東
成
瀬
村
の
北

西
部
に
位
置
し
、
村

役
場
、
学
校
、
病
院

の
敷
地
を
含
ん
だ
、

ス
ギ
の
人
工
林
や
ナ

ラ
類
等
の
落
葉
広
葉

樹
で
構
成
さ
れ
た
森

貝
沼
鳥

獣
保
護

区

字
界
と
の
交
点
に

至
り
、
同
字
界
を

南
進
し
て
村
道
館

ヶ
沢
上
林
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

村
道
を
北
西
に
約

五
百
五
十
メ
ー
ト

ル
進
ん
で
字
木
滝

ヶ
沢
と
字
仙
人
山

の
字
界
と
の
交
点

に
至
り
、
同
字
界

を
南
西
に
進
ん
で

字
木
滝
ヶ
沢
と
字

一
ノ
沢
の
字
界
と

の
交
点
に
至
り
、

同
字
界
を
南
東
に

進
ん
で
雄
物
川
地

域
森
林
計
画
区
東

成
瀬
村
百
一
林
班

と
百
三
林
班
の
林

班
界
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
班
界

を
北
西
に
進
ん
で

大
沢
川
右
岸
と
の

交
点
に
至
り
、
同

川
右
岸
を
北
西
に

約
五
十
メ
ー
ト
ル

進
ん
で
村
道
沢

方
・
下
田
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

村
道
を
北
進
し
て

起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

湯
沢
市
皆
瀬
地
内

の
雄
物
川
地
域
森

林
計
画
区
旧
皆
瀬

村
六
十
八
林
班
と

七
十
林
班
と
七
十

一
林
班
と
の
林
班

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

林
が
中
心
と
な
っ
た

区
域
で
、
ウ
グ
イ

ス
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

な
ど
の
鳥
類
や
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
な
ど
の

獣
類
ま
で
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
し
て
い

る
。

　
　

ま
た
、
公
的
機
関

か
ら
近
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
や
鳥
類
の
観

察
及
び
保
護
活
動
を

通
じ
た
環
境
教
育
の

場
に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
を
、
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

貝
沼
鳥
獣
保
護
区

は
、
湯
沢
市
の
東
部

秋
の
宮

界
交
点
を
起
点
と

し
、
同
七
十
林
班

と
七
十
一
林
班
の

林
班
界
を
北
西
に

進
ん
で
字
背
戸
倉

と
字
沼
端
と
の
字

界
交
点
に
至
り
、

同
字
界
を
北
に
約

三
百
メ
ー
ト
ル
進

ん
で
更
に
北
東
に

進
ん
で
字
貝
沼
と

の
字
界
交
点
に
至

り
、
字
貝
沼
の
字

界
を
南
東
に
進
ん

で
字
上
貝
沼
と
の

字
界
交
点
に
至

り
、
字
上
貝
沼
の

字
界
を
南
西
に
進

ん
で
字
虚
空
蔵
森

と
の
字
界
交
点
に

至
り
、
字
虚
空
蔵

森
の
字
界
を
南
東

に
進
ん
で
字
小
保

内
と
の
字
界
交
点

に
至
り
、
字
小
保

内
の
字
界
を
南
進

し
て
雄
物
川
地
域

森
林
計
画
区
六
十

九
林
班
と
の
交
点

に
至
り
、
同
六
十

九
林
班
の
林
班
界

を
南
進
し
て
六
十

八
林
班
と
の
交
点

に
至
り
、
同
六
十

八
林
班
の
林
班
界

を
南
西
に
進
ん
で

起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

湯
沢
市
秋
ノ
宮
地

で平
成
二
十

に
位
置
し
、
貝
沼
を

中
心
に
公
園
整
備
さ

れ
た
区
域
と
、
そ
の

周
辺
に
は
ス
ギ
や
落

葉
広
葉
樹
が
混
在
し

て
い
て
、
里
山
に
見

ら
れ
る
キ
ジ
バ
ト
な

ど
の
鳥
類
や
、
特
別

天
然
記
念
物
で
あ
る

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
な

ど
多
様
な
野
生
鳥
獣

類
が
生
息
し
、
身
近

に
見
ら
れ
る
区
域
で

あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

の
た
め
重
要
な
区
域

で
あ
る
と
認
め
ら
れ

こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
当

該
地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分
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秋
田
県
告
示
第
四
百
六
十
三
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護

区
の
区
域
内
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
、
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。　

　
　

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

鳥
獣
保

護
区

内
の
雄
物
川
地
域

森
林
計
画
区
旧
雄

勝
町
四
十
九
林
班

五
小
班
及
び
六
小

班
並
び
に
七
小
班

の
各
小
班
の
区

域
。

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

秋
の
宮
鳥
獣
保
護

区
は
、
湯
沢
市
の
南

部
に
位
置
し
、
秋
の

宮
地
区
の
小
高
い
丘

陵
地
に
、
ス
ギ
人
工

林
と
ナ
ラ
類
の
落
葉

広
葉
樹
が
広
が
り
、

ウ
グ
イ
ス
や
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
を
始
め
、

多
様
な
野
生
鳥
獣
の

生
息
地
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

ま
た
湯
沢
市
有
林

と
な
っ
て
お
り
、
宮

月
林
道
や
歩
道
な
ど

を
利
用
し
て
、
森
林

の
中
を
散
策
す
る
こ

と
で
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
鳥
獣
の
生
息

す
る
た
め
重
要
な
区

域
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に
指
定

し
、
当
該
地
域
に
生

息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ

る
。

名　

称

飯
田
川

公
園
鳥

獣
保
護

区
特
別

保
護
地

区祓
川
鳥

獣
保
護

区　
　
　

域

飯
田
川
公
園
鳥
獣

保
護
区
の
う
ち
、

県
道
秋
田
昭
和
飯

田
川
線
と
市
道
南

公
園
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同

県
道
を
北
に
約
二

百
九
十
メ
ー
ト
ル

進
ん
で
飯
田
川
町

南
公
園
散
策
路
と

の
交
点
に
至
り
、

同
散
策
路
を
南
東

に
進
ん
で
同
公
園

駐
車
場
北
端
に
至

り
、
同
駐
車
場
北

縁
を
南
東
に
進
ん

で
市
道
南
公
園
線

に
至
る
車
道
に
至

り
、
同
参
道
を
南

進
し
て
三
吉
神
社

鳥
居
前
、
お
不
動

さ
ん
前
を
経
て
同

参
道
と
連
続
す
る

市
道
旭
町
支
線
に

至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
て
市
道
南

公
園
線
に
至
り
、

同
市
道
を
西
進
し

て
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
。

祓
川
鳥
獣
保
護
区

の
う
ち
、
由
利
森

存
続
期
間

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

保
護
に
関
す
る
指
針

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

飯
田
川
公
園
鳥
獣

保
護
区
の
う
ち
、
特

に
寺
社
林
を
一
部
に

含
む
区
域
は
、
コ
サ

ギ
、
ダ
イ
サ
ギ
の
生

息
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
潟
上
市
が
伝
統

や
文
化
を
考
慮
し
、

シ
ラ
サ
ギ
を
市
の
鳥

と
し
て
選
定
し
て
い

る
こ
と
や
、
寺
社
林

特
有
の
高
層
木
と
低

層
木
か
ら
な
る
森
林

に
は
里
山
に
生
息
す

る
多
様
な
鳥
獣
の
生

息
地
と
し
て
特
に
重

要
な
区
域
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
当
該

地
区
は
、
飯
田
川
公

園
鳥
獣
保
護
区
の
な

か
で
も
特
に
保
護
を

図
る
必
要
が
あ
る
区

域
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、
当

該
地
区
に
生
息
す
る

こ
れ
ら
の
森
林
性
鳥

獣
の
全
体
の
保
護
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

区
特
別

保
護
地

区方
角
沢

鳥
獣
保

護
区
特

別
保
護

地
区

林
管
理
署
管
轄
の

国
有
林
千
七
十
三

林
班
の
区
域
。

方
角
沢
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
県
道

土
川
神
岡
線
と
旧

西
仙
北
町
、
旧
神

岡
町
の
境
界
と
の

交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
南

西
に
五
十
五
メ
ー

ト
ル
進
ん
だ
地
点

よ
り
雄
物
川
地
域

森
林
計
画
区
旧
神

岡
町
四
林
班
二
小

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

二　

指
定
目
的

　
　

祓
川
鳥
獣
保
護
区

の
中
で
も
、
ブ
ナ
を

主
と
し
た
高
齢
級
の

天
然
林
（
二
十
一
齢

級
）
と
湿
原
、
草
地

で
構
成
さ
れ
た
区
域

は
、
森
林
生
態
系
食

物
連
鎖
の
頂
点
に
位

置
す
る
イ
ヌ
ワ
シ
の

餌
の
採
取
場
所
と
し

て
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
多
種
多
様
な
鳥

獣
の
良
好
な
生
息
地

と
し
て
特
に
重
要
な

区
域
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
祓
川
鳥
獣
保

護
区
の
中
で
も
特
に

保
護
を
図
る
必
要
が

あ
る
区
域
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
特
別
保
護
地
区

に
指
定
し
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥
獣

及
び
そ
の
生
息
地
の

保
護
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

方
角
沢
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
中
央
部

の
湯
の
台
・
小
方
角

沢
湿
原
は
、
ミ
カ
ズ

キ
グ
サ
、
キ
ン
コ
ウ

カ
、
サ
ギ
ソ
ウ
、
モ

ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
の

湿
性
植
物
が
占
め
て

お
り
、
周
辺
の
落
葉
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乙
越
沼

鳥
獣
保

護
区
特

別
保
護

班
と
三
小
班
の
小

班
界
西
北
端
へ
の

見
通
し
線
を
北
西

に
進
ん
で
同
林
班

二
小
班
と
二
の
一

小
班
と
三
小
班
の

小
班
界
交
点
に
至

り
、
同
点
よ
り
同

林
班
二
の
一
小
班

二
の
二
小
班
と
三

小
班
及
び
四
小
班

並
び
に
五
小
班
の

小
班
界
を
北
西
に

進
ん
で
旧
西
仙
北

町
と
旧
神
岡
町
の

境
界
と
の
交
点
に

至
り
、
同
境
界
を

北
東
に
進
ん
で
雄

物
川
地
域
森
林
計

画
区
旧
西
仙
北
町

八
十
四
林
班
十
の

一
小
班
と
七
小
班

の
小
班
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点

よ
り
同
林
班
十
の

一
小
班
及
び
八
の

一
小
班
と
七
小
班

及
び
六
小
班
の
小

班
界
を
南
東
に
進

ん
で
県
道
土
川
神

岡
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を

南
進
し
て
起
点
に

至
る
線
に
か
こ
ま

れ
た
一
円
の
区

域
。

乙
越
沼
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
乙
越

沼
公
有
水
面
の
区

域
。

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

広
葉
樹
林
と
一
体
と

な
り
、
多
種
多
様
な

鳥
獣
の
良
好
な
生
息

地
と
し
て
特
に
重
要

な
区
域
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
方
角
沢
鳥
獣

保
護
区
の
中
で
も
、

特
に
保
護
を
図
る
必

要
が
あ
る
区
域
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、
当

該
区
域
に
生
息
す
る

こ
れ
ら
の
森
林
性
鳥

獣
全
体
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

集
団
渡
来
地

二　

指
定
目
的

　
　

乙
越
沼
鳥
獣
保
護

地
区

払
田
鳥

獣
保
護

区
特
別

保
護
地

区

大
仙
市
払
田
地
内

の
雄
物
川
地
域
森

林
計
画
区
旧
仙
北

町
一
林
班
及
び
高

梨
神
社
並
び
に
払

田
柵
跡
区
域
。

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

区
の
中
で
も
、
乙
越

沼
の
区
域
は
、
そ
の

豊
富
な
水
資
源
と
と

も
に
、
餌
と
な
る
ヨ

シ
、
マ
コ
モ
、
ガ
マ

な
ど
水
生
植
物
や
水

生
昆
虫
が
豊
富
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
常
時

数
百
頭
の
渡
り
鳥
が

中
継
地
と
し
て
利
用

す
る
重
要
な
区
域
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

区
は
、
乙
越
沼
鳥
獣

保
護
区
の
中
で
も
特

に
保
護
を
図
る
必
要

が
あ
る
区
域
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
特
別
保
護
地

区
に
指
定
し
、
当
該

地
域
に
渡
来
す
る
渡

り
鳥
及
び
そ
の
生
息

地
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

払
田
鳥
獣
保
護
区

特
別
保
護
地
区
は
、

秋
田
県
内
陸
中
央
部

の
大
仙
市
東
部
に
位

置
し
、
周
辺
は
一
面

水
田
や
耕
作
地
の

中
、
唯
一
と
い
っ
た

緩
や
か
な
丘
陵
地

に
、
人
工
林
や
ナ
ラ

類
の
落
葉
広
葉
樹
が

混
在
し
て
お
り
、
近

く
に
は
水
田
や
農
業

八
乙
女

鳥
獣
保

護
区
特

別
保
護

地
区

大
仙
市
極
楽
野
地

内
の
私
道
と
市
道

八
乙
女
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、

私
道
を
東
進
し
て

市
道
八
乙
女
線
と

の
交
点
に
至
り
、

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

用
水
路
の
豊
富
な
水

資
源
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
の
生
息
に

は
適
し
た
区
域
で
あ

る
と
と
も
に
、
里
山

に
生
息
し
て
い
る
キ

ジ
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

な
ど
の
身
近
な
鳥
を

観
察
で
き
る
区
域
で

あ
る
。

　
　

ま
た
、
古
く
か
ら

高
梨
神
社
、
払
田
柵

跡
等
、
歴
史
あ
る
地

域
で
も
あ
り
、
地
域

住
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
鳥

獣
の
良
好
な
生
息
地

を
確
保
し
、
近
隣
の

児
童
や
観
察
者
の
鳥

獣
保
護
思
想
の
普
及

啓
発
上
重
要
な
区
域

で
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

区
は
、
特
に
保
護
を

図
る
必
要
が
あ
る
区

域
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
特

別
保
護
地
区
に
指
定

し
、
当
該
地
区
に
生

息
す
る
身
近
な
鳥
獣

の
生
息
環
境
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ

る
。

一　

指
定
区
分

　
　

身
近
な
鳥
獣
生
息

地
二　

指
定
目
的

　
　

八
乙
女
鳥
獣
保
護

区
特
別
保
護
地
区

は
、
秋
田
県
内
陸
中
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秋
田
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を

指
定
し
、
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城
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保
呂
羽

山
鳥
獣

保
護
区

特
別
保

護
地
区

同
町
道
を
南
東
に

約
百
八
十
メ
ー
ト

ル
進
ん
で
八
乙
女

公
園
三
角
点
（
標

高
百
四
メ
ー
ト

ル
）
に
至
る
歩
道

と
の
交
点
に
至

り
、
同
歩
道
を
南

東
に
進
ん
で
雄
物

川
地
域
森
林
計
画

区
旧
中
仙
町
九
林

班
と
十
林
班
の
林

班
界
北
東
端
に
至

り
、
同
林
班
界
を

南
西
に
進
ん
で
市

道
八
乙
女
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
西
に
進

ん
で
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

保
呂
羽
山
鳥
獣
保

護
区
の
う
ち
、
市

道
大
木
屋
金
井
神

線
と
雄
物
川
地
域

森
林
計
画
区
旧
大

森
町
四
十
八
林
班

と
国
有
林
由
利
森

林
管
理
署
一
の
Ⅰ

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

央
部
の
大
仙
市
東
部

に
位
置
し
、
八
乙
女

公
園
及
び
公
園
周
辺

の
針
葉
樹
と
広
葉
樹

の
大
木
と
低
層
木
で

構
成
さ
れ
る
森
林
か

ら
な
り
、
隣
接
地
に

は
玉
川
や
水
田
地
域

等
の
豊
富
な
水
資
源

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ト
ビ
、
キ
ジ
、
リ
ス

な
ど
里
山
に
生
息
す

る
多
様
な
鳥
獣
が
生

息
し
て
い
る
。

　
　

特
に
、
八
乙
女
公

園
を
中
心
に
し
た
区

域
は
、
周
辺
住
民
が

手
軽
に
自
然
観
察
を

行
う
こ
と
が
で
き
る

箇
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
の
誘
致
又

は
鳥
獣
保
護
思
想
の

普
及
啓
発
上
重
要
な

地
域
で
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
地

域
を
、
特
別
保
護
地

区
に
指
定
し
、
当
該

区
域
に
生
息
す
る
身

近
な
鳥
獣
及
び
そ
の

生
息
地
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地

二　

指
定
目
的

　
　

保
呂
羽
山
鳥
獣
保

護
区
の
中
で
も
、
特

に
保
呂
羽
山
山
頂
付

近
の
天
然
の
落
葉
広

葉
樹
林
に
つ
い
て
、

皆
瀬
ダ

ム
鳥
獣

保
護
区

特
別
保

護
地
区

林
班
と
の
境
界
の

交
点
を
起
点
と

し
、
同
境
界
を
北

進
し
て
波
宇
志
別

神
社
有
地
と
秋
田

県
県
行
造
林
地
と

の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
北
進
し

て
秋
田
県
県
行
造

林
地
と
秋
田
県
林

業
公
社
造
林
地
と

の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
南
進
し

て
雄
物
川
地
域
森

林
計
画
区
旧
大
森

町
四
十
八
林
班
と

同
じ
く
五
十
林
班

と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南

進
し
て
雄
物
川
地

域
森
林
計
画
区
旧

大
森
町
四
十
八
林

班
と
同
じ
く
四
十

九
林
班
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界

を
南
西
に
進
ん
で

市
道
大
木
屋
金
井

神
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を

西
進
し
て
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域
。

皆
瀬
ダ
ム
鳥
獣
保

護
区
の
う
ち
、
皆

瀬
ダ
ム
公
有
水
面

の
区
域
。

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

オ
オ
ル
リ
、
キ
ビ
タ

キ
、
ウ
ソ
、
エ
ナ

ガ
、
コ
ガ
ラ
、
ア
カ

ゲ
ラ
な
ど
の
森
林
性

の
鳥
類
が
多
数
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
特
に
重
要
な
区

域
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
当
該
区

域
は
、
保
呂
羽
山
鳥

獣
保
護
区
の
中
で
も

特
に
保
護
を
図
る
必

要
が
あ
る
区
域
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、
当

該
区
域
の
生
息
す
る

こ
れ
ら
の
森
林
性
鳥

獣
全
体
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一　

指
定
区
分

　
　

集
団
渡
来
地

二　

指
定
目
的

　
　

皆
瀬
ダ
ム
鳥
獣
保

護
区
の
中
で
も
、
水

資
源
が
豊
か
な
皆
瀬

ダ
ム
湖
面
の
区
域

は
、
水
辺
を
生
活
の

よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

い
る
ヤ
マ
セ
ミ
な
ど

の
鳥
や
、
渡
り
の
中

継
地
と
し
て
マ
ガ

モ
、
カ
ル
ガ
モ
等
多

数
の
渡
り
鳥
が
利
用

し
て
い
る
、
中
核
的

な
区
域
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

こ
の
た
め
、
当
該

区
域
は
、
皆
瀬
ダ
ム

鳥
獣
保
護
区
の
中
で

も
特
に
保
護
を
図
る

必
要
が
あ
る
区
域
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
特
別
保

護
地
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
及
び
渡
り
鳥

の
渡
来
地
の
保
護
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

名　

称

早
稲
山

休
猟
区

区  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

域

鹿
角
市
八
幡
平
地
内
の
国
有
林
道
夜
明
島
線

と
真
金
山
川
右
岸
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
国
有
林
道
を
南
西
に
進
ん
で
同
国
有
林
道

の
終
点
に
至
り
、
同
終
点
か
ら
米
代
東
部
森

林
管
理
署
花
輪
事
務
所
三
千
百
六
十
三
林
班

と
三
千
百
六
十
四
林
班
の
林
班
界
を
南
東
に

進
ん
で
鹿
角
市
と
北
秋
田
市
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
鹿
角
市
と
大
館

市
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
ん

存
続
期
間

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で



湯
瀬
休

猟
区

高
倉
山

休
猟
区

金
山
休

猟
区

で
巻
山
峠
か
ら
真
金
山
川
に
至
る
歩
道
に
至

り
、
同
歩
道
を
南
東
に
進
ん
で
真
金
山
川
右

岸
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
南
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

鹿
角
市
湯
瀬
戈
田
地
内
の
米
代
川
左
岸
と
、

秋
田
と
岩
手
の
県
境
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
境
を
南
東
に
進
み
高
畑
山
山
頂
に

至
り
、
同
山
頂
か
ら
南
西
に
進
み
高
毛
戸
山

頂
に
至
り
、
同
山
頂
を
北
西
に
進
み
八
森
山

頂
へ
至
り
、
同
山
頂
か
ら
北
東
に
進
ん
で
米

代
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を

東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
。

大
館
市
大
茂
内
地
内
の
大
茂
内
川
と
市
道
大

茂
内
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
川
を
北

進
し
て
国
有
林
道
大
茂
内
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
国
有
林
米
代
東
部

森
林
管
理
署
管
轄
二
、
三
、
七
林
班
の
交
点

に
至
り
、
同
管
理
署
二
、
三
林
班
の
境
界
を

西
進
し
民
有
林
と
国
有
林
と
の
境
界
交
点
に

至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
同
管
理
署
三
、
百

三
十
一
林
班
の
交
点
に
至
り
、
同
管
理
署

三
、
四
、
五
、
六
、
七
林
班
と
百
三
十
一
、

三
十
一
、
三
十
、
二
十
九
、
二
十
八
、
二
十

七
林
班
と
の
林
班
界
を
進
み
七
、
二
十
七
、

十
五
林
班
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
小
雪

沢
を
南
東
に
進
み
国
有
林
道
小
雪
終
点
に
至

り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
ん
で
県
道
大
館
十

和
田
湖
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西

進
し
て
市
道
大
館
長
木
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
西
進
し
市
道
大
茂
内
線
を
経

て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
よ
り
小

茂
内
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
除
い
た
一
円
の

区
域
。

大
館
市
比
内
町
大
葛
地
内
の
林
道
尾
去
沢
休

間
内
線
と
県
道
比
内
大
葛
鹿
角
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
林
道
を
東
進
し
て
林
道
東

休
間
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

平
滝
休

猟
区

品
類
休

猟
区

六
郎
沢

東
に
進
ん
で
終
点
に
至
り
、
同
点
よ
り
峰
筋

を
北
東
に
進
ん
で
大
館
市
と
鹿
角
市
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
、
更
に
南
に

進
ん
で
、
芦
内
沢
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、

同
沢
右
岸
を
西
進
し
て
林
道
芦
内
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
県
道
比
内
森

吉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に

進
ん
で
、
県
道
比
内
大
葛
鹿
角
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
ん
で
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

大
館
市
早
口
地
内
の
林
道
味
噌
内
支
線
と
市

道
千
歳
平
滝
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

林
道
を
北
進
し
て
終
点
に
至
り
、
同
点
よ
り

国
有
林
米
代
東
部
森
林
管
理
署
二
千
二
百
六

十
七
林
班
及
び
二
千
二
百
六
十
八
林
班
と
二

千
二
百
六
十
五
林
班
及
び
二
千
二
百
六
十
六

林
班
の
林
班
界
を
北
東
に
進
ん
で
林
道
坂
沢

線
に
至
る
山
道
に
至
り
、
同
山
道
を
東
進
し

て
更
に
南
進
し
て
同
林
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
南
東
に
進
ん
で
市
道
千
歳
平

滝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に

進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

北
秋
田
市
七
日
市
地
内
の
県
道
桂
瀬
笹
館
線

と
市
道
七
日
市
松
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
西
進
し
て
北
秋
田
市
七
日
市

と
北
秋
田
市
桂
瀬
の
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
ん
で
北
秋
田
市
七

日
市
と
北
秋
田
市
米
内
沢
の
境
界
と
の
交
点

に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
ん
で
品
類
集

落
に
至
る
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
山
道

を
北
東
に
進
ん
で
品
類
川
右
岸
と
の
交
点
に

至
り
、
同
川
右
岸
を
北
進
し
て
小
猿
部
川
左

岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を
東
進
し

て
市
道
七
日
市
松
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
東
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

北
秋
田
市
と
大
館
市
の
境
界
と
県
道
比
内
森

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

休
猟
区

金
池
森

休
猟
区

空
台
山

休
猟
区

吉
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
境
界
を
南

東
に
進
ん
で
北
秋
田
市
と
鹿
角
市
の
境
界
と

の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
て
種
ヶ

沢
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢
右
岸
を
西

進
し
て
六
郎
沢
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同

点
よ
り
国
有
林
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小

阿
仁
支
署
千
十
八
林
班
及
び
千
二
十
三
林
班

と
千
十
九
林
班
、
千
二
十
一
林
班
、
千
二
十

四
林
班
及
び
千
二
十
六
林
班
の
林
班
界
を
西

進
し
て
森
吉
山
鳥
獣
保
護
区
境
界
と
の
交
点

に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
ん
で
県
道
比

内
森
吉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北

東
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡
地
内
の
国
有
林
道
雷

の
又
線
と
国
有
林
道
鳥
坂
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
林
道
鳥
坂
線
を
南
西
に
進
ん
で

国
有
林
道
杉
の
又
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
南
東
に
進
ん
で
終
点
に
至
り
、
同
点

よ
り
続
く
杉
ノ
又
沢
を
南
東
に
進
み
国
有
林

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
二
千

七
十
四
林
班
、
二
千
七
十
五
林
班
、
二
千
七

十
二
林
班
の
交
点
に
至
り
、
同
点
よ
り
国
有

林
と
民
有
林
の
境
界
を
東
進
し
て
県
道
川
辺

阿
仁
愛
船
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南

進
し
て
北
秋
田
市
と
秋
田
市
の
境
界
の
交
点

に
至
り
、
道
市
界
を
西
進
し
北
秋
田
市
と
上

小
阿
仁
村
の
境
界
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界

を
北
進
し
雷
又
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢

を
北
東
に
進
ん
で
国
有
林
道
雷
の
又
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
ん
で
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村
萩
形
地
内
の
国
有
林

道
黒
様
沢
線
と
国
有
林
道
萩
形
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
林
道
黒
様
沢
線
を
北
東
に

進
ん
で
同
林
道
分
岐
に
至
り
、
同
分
岐
よ
り

北
西
に
進
み
五
郎
沢
に
至
り
、
同
交
点
よ
り

同
沢
を
北
東
に
進
み
五
郎
沢
か
ら
連
な
る
稜

線
に
至
り
、
同
稜
線
を
南
東
に
進
み
標
高
六

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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大
倉
山

休
猟
区

天
瀬
川

休
猟
区

一
ノ
又

休
猟
区

百
九
十
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
五
郎
山
に
至

り
、
同
山
よ
り
岩
戸
金
山
沢
に
流
れ
る
沢
を

北
東
に
進
み
同
沢
に
至
り
、
同
沢
よ
り
同
方

向
稜
線
を
進
み
赤
沢
と
根
子
沢
と
の
交
点
に

至
り
、
同
交
点
よ
り
同
根
子
沢
を
北
東
に
進

み
上
小
阿
仁
村
と
北
秋
田
市
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
八
羽
山
、
三
枚

平
山
を
経
て
樽
沢
上
流
と
の
交
点
に
至
り
、

同
沢
を
南
西
に
進
み
国
有
林
道
樽
沢
線
に
至

り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み
国
有
林
道
萩
形

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

米
代
川
地
域
森
林
計
画
区
能
代
市
六
十
・
六

十
一
林
班
界
と
能
代
市
・
八
峰
町
の
市
町
界

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
町
界
を
北
進

し
能
代
市
・
藤
里
町
の
市
町
界
に
至
り
、
同

市
町
界
を
南
東
に
進
み
旧
能
代
市
・
二
ツ
井

町
の
旧
市
町
界
に
至
り
、
同
界
を
南
進
し
同

計
画
区
六
十
六
・
六
十
七
林
班
界
に
至
り
、

同
林
班
界
を
南
西
に
進
み
起
点
へ
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

国
道
七
号
線
と
町
道
沢
部
環
状
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
町
道

入
通
川
代
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進

み
県
道
能
代
五
城
目
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
南
進
し
て
山
本
・
南
秋
田
郡
の
郡

界
に
至
り
、
同
郡
界
を
西
進
し
て
国
道
七
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
進
し
て

起
点
へ
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

民
有
林
道
青
秋
線
と
国
有
林
道
中
ノ
又
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道
中
ノ
又
線
を

北
東
に
進
み
米
代
川
森
林
計
画
区
米
代
西
部

森
林
管
理
署
百
六
十
九
・
百
七
十
林
班
の
林

班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
北
進
し
秋
田
・

青
森
県
の
県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
南
東
に

進
み
山
本
郡
藤
里
町
・
八
峰
町
の
町
界
に
至

り
、
同
町
界
を
南
進
し
米
代
川
地
域
森
林
計

画
区
旧
八
竜
町
二
十
六
・
二
十
九
林
班
と
五

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

下
浜
休

猟
区

臼
内
休

猟
区

薬
師
山

休
猟
区

十
七
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を

南
西
に
進
み
同
計
画
区
二
十
九
・
三
十
一
林

班
と
五
十
六
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同
林

班
界
を
南
西
に
進
み
同
計
画
区
三
十
二
・
三

十
三
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を

北
西
に
進
み
民
有
林
道
青
秋
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
起
点
へ
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

秋
田
市
下
浜
羽
川
地
内
の
県
道
川
添
下
浜
停

車
場
線
と
横
川
左
岸
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
川
左
岸
を
北
進
し
て
林
道
長
浜
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
林
道

国
見
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北

進
し
て
林
道
小
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
東
進
し
て
市
道
楢
田
小
山
線
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
て
市
道
楢
田
宮
田
石

神
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し

て
県
道
寺
内
新
屋
雄
和
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
ん
で
日
本
海
東
北

自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
自
動
車
道

を
南
西
に
進
ん
で
市
道
名
ヶ
沢
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
ん
で
県
道
川

添
下
浜
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
西
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域
。

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場
目
字
馬
場
目
沢
の

米
代
川
森
林
計
画
区
米
代
西
部
森
林
管
理
署

国
有
林
二
千
十
六
林
班
か
ら
二
千
二
十
七
林

班
に
含
ま
れ
る
一
円
の
区
域
。

南
秋
田
郡
五
城
目
町
御
蔵
下
地
内
の
広
域
林

道
五
秋
線
の
御
蔵
下
橋
南
端
を
起
点
と
し
、

同
広
域
林
道
を
南
進
し
て
馬
場
目
川
右
岸
と

の
交
点
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
北
西
に
進
ん

で
町
道
高
崎
広
ヶ
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
北
進
し
て
町
道
広
ヶ
野
下
山
内
線

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

勝
手
休

猟
区

東
由
利

原
休
猟

区百
宅
休

と
の
交
点
に
至
り
、
町
道
広
ヶ
野
下
山
内
線

を
北
東
に
進
ん
で
町
道
田
町
大
手
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
て
富
田
橋
に

至
り
、
同
橋
か
ら
富
津
内
川
左
岸
を
南
東
に

進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

由
利
本
荘
市
岩
城
勝
手
地
内
の
市
道
烏
ケ
森

前
線
砂
沢
線
と
国
道
七
号
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
国
道
を
北
進
し
秋
田
市
と
の
境

界
線
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
県
道

雄
和
岩
城
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を

南
西
に
進
み
市
道
観
音
下
大
町
田
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
上
新
谷
地
区

農
免
農
道
に
至
る
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
歩
道
を
北
西
に
進
み
上
新
谷
農
免
農
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
進
し
市
道
仏

ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西

に
進
み
市
道
烏
ヶ
森
前
砂
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

由
利
本
荘
市
南
由
利
原
地
内
の
県
道
仁
賀
保

矢
島
舘
合
線
と
県
道
鮎
川
南
由
利
原
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
県
道
鮎
川
南
由
利
原
線

を
北
進
し
、
平
石
橋
を
渡
り
、
市
道
蒲
町
平

石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進

し
、
市
道
東
由
利
原
平
石
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
市
道
黒
沢
南
由
利
原

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
、

市
道
久
保
田
西
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
、
市
道
奉
行
免
森
子

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
市

道
平
の
脇
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
、

市
道
吉
沢
東
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
黒
沢
南
由
利
原

線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
県
道
矢
島
舘

合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
百
宅
地
内
の
百
宅
川
右

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
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発
行
者　

秋　
　
　

  

田　
　
　

  

県

　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金　

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印　

刷　

所　

株
式
会
社　

松　

原　

印　

刷　

社

　
　
　
　
　
　

電
話

（862）
八
七
六
六　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（863）
〇
〇
〇
五

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:m

atsubara@
m

atsubarainsatsu.co.jp

印　

刷　

者　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

原　
　

繁　
　

雄

猟
区

沼
山
休

猟
区

八
沢
木

休
猟
区

岸
と
林
道
奥
山
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
林
道
を
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
南
西
に
進

み
そ
こ
か
ら
北
西
に
進
み
東
北
電
力
板
平
発

電
所
に
伸
び
る
水
道
管
と
の
交
点
に
至
り
、

同
水
道
管
を
北
東
に
進
み
子
吉
川
と
の
交
点

に
至
り
、
同
川
右
岸
を
南
東
に
進
み
百
宅
川

と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
南
東
に
進

み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
。

横
手
市
大
沢
の
沼
山
川
と
市
道
追
廻
城
南
大

沢
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を
北
進

し
て
林
道
滝
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
東
進
し
て
林
道
真
坂
沢
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
ん
で
雄
物
川

地
域
森
林
計
画
区
横
手
市
四
十
一
林
班
と
同

四
十
二
林
班
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
西
進
し
て
横
手
市
三
十
七
林
班
と
同

四
十
一
林
班
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
北
進
し
て
横
手
市
三
十
六
林
班
と
同

三
十
七
林
班
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
北
西
に
進
ん
で
横
手
市
三
十
六
林
班

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
ん
で

林
道
柳
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を

北
西
に
進
ん
で
市
道
追
廻
城
南
大
沢
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
ん
で
吉

沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
東
進

し
て
横
手
市
旧
横
手
市
と
旧
山
内
村
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
て
横
手
市
五
十

一
林
班
と
官
行
造
林
地
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
東
進
し
て
横
手
市
五
十
一
林
班
と

同
五
十
二
林
班
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

南
進
し
て
横
手
市
五
十
二
林
班
と
同
五
十
三

林
班
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
て

沼
山
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を
西

進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

横
手
市
大
森
町
の
市
道
大
森
白
山
下
線
と
市

道
五
日
町
寺
内
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

小
安
沢

休
猟
区

合
居
休

猟
区

市
道
五
日
町
寺
内
線
を
北
西
に
進
ん
で
県
道

横
手
大
森
大
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
北
西
に
進
ん
で
市
道
寺
内
中
房
八
景
田

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進

ん
で
再
び
県
道
横
手
大
森
大
内
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
ん
で
市
道
留

長
根
本
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

北
西
に
進
ん
で
再
び
県
道
横
手
大
森
大
内
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
て
県

道
湯
の
又
前
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
北
東
に
進
ん
で
横
手
市
と
大
仙
市
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
て
市
道
猿
田

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進

ん
で
同
市
道
と
連
続
す
る
市
道
大
森
白
山
下

線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
ん
で
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

湯
沢
市
皆
瀬
字
小
安
地
内
の
主
要
地
方
道
湯

沢
栗
駒
公
園
線
と
国
道
三
百
九
十
八
号
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南
東
に
進

ん
で
栗
駒
鳥
獣
保
護
区
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
西
進
し
て
大
字
皆
瀬
と
大
字
高
松

の
字
界
に
至
り
、
同
字
界
を
北
進
し
て
県
道

秋
ノ
宮
小
安
温
泉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
北
東
に
進
ん
で
主
要
地
方
道
湯
沢
栗

駒
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
主
要
地
方

道
を
北
東
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域
。

雄
勝
群
東
成
瀬
村
岩
井
川
地
内
の
県
道
横
手

東
成
瀬
線
と
国
道
三
百
九
十
七
号
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
東
に
進
ん
で

村
道
馬
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を

北
東
に
進
ん
で
岩
手
県
境
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
境
を
南
東
に
進
ん
で
更
に
南
西
に

進
ん
で
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
北
西
に
進
ん
で
沼
又
鳥
獣
保
護
区
境
界
と

の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
ん
で

更
に
西
進
し
て
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
西
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

三
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

秋
田
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
、
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

名　

称

二
十
六

木
特
定

猟
具
使

用
禁
止

区
域

八
幡
特

定
猟
具

使
用
禁

止
区
域

区　
　
　
　
　
　

域

由
利
本
荘
市
二
十
六
木
地
内
の

市
道
大
町
二
十
六
木
線
と
国
道

百
七
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
南
東
に
進
ん
で

市
道
川
口
二
十
六
木
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し

て
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
北
西
に
進
ん
で
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域
。

湯
沢
市
岩
崎
地
内
の
市
道
森
金

谷
線
と
市
道
嶽
ノ
下
掵
上
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道

を
西
進
し
て
農
道
八
幡
北
小
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を

北
に
千
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
市
道

上
開
下
八
幡
線
に
至
る
農
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
西

進
し
て
同
市
道
に
至
り
、
同
市

道
を
北
進
し
て
市
道
森
八
幡
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
東
に
進
ん
で
市
道
嶽
ノ
下
掵

上
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
進
し
て
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

存
続
期
間

平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で平
成
二
十

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
三
十

年
十
月
三

十
一
日
ま

で

銃
器

銃
器

特
定
猟
具

の
種
類

れ
た
一
円
の
区
域
。


